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研究成果の概要（和文）：　神戸の洋菓子業界には、規模の異なる複数の企業群（全国ブランド化した企業群と
地域密着型の企業群）が存在しており、その企業群の人材育成のしくみに焦点をあてることで、業界が存在する
地域の規範的要素や社会構造が地域産業における長期にわたる継続的成長に向けた協働にどのような戦略的影響
があるかを明らかにしようとした。その過程で、菓子業界における未曽有の変化により、神戸の洋菓子業界内に
新たな第三の企業群の存在を発見した。

研究成果の概要（英文）：In this study, The Kobe Confectionery business world has 2 groups according 
to differences in enterprise size; the company in department stores throughout the country and the 
shop based on community. We have analyzed what kind of strategic effects the local normative element
 and social structure had on the Kobe Confectionery business world industry by focusing on the 
structure that personnel training had in collaboration for the long-term continuous growth in the 
area industry. We proposed the third emerging company group in the Kobe confectionery business, 
which has been caused by the dramatic changes in the confectionery industry.
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１． 研究開始当初の背景 

長期にわたり停滞している経済成長率を高

めるために期待されているのが、中小企業が

もつ専門性・多様性である。地域の特質・資

源を活かし、高い付加価値を提供できる地域

産業については、産業集積論の視点により明

らかにされてきた。多種多様な企業の存在が、

企業間ネットワーク等を通じてイノベーショ

ンを生み出し、専門性を地域に共有すること

で規模の経済が得られる。特に、伊丹（1998）、

稲垣（2003）、加藤（2009）は、産業集積の継

続要因の視点から、既存企業の消滅と新規創

業を通じ、新陳代謝を繰り返しながら、同質

的な企業を生むことで企業間競争を促進し、

新たなイノベーションを起こし、産業そのも

のを活性化するというものであった。 

森元（2000・2010 など）は、神戸の洋菓子

産業を事例に、継続的に競争力を維持できた

要因を人材育成システムの視点から明らかに

してきた。(1)伝統的な技術や技能を伝承しな

がらも、イノベーションを行って時代の変化

に対応できる人材を育成してきた。(2)技術を

伝承する職人の間に適度な競争を維持しなが

らもそれが事業者を疲弊し活力が奪われるよ

うな過激な競争にならないようにしてきた。

この矛盾した２つのことを産業の担い手であ

る技能の後継者を育成する中で上手に活用し

てきたのである。 

さらに、競争抑制のために、後継者は独立

開業の際、修業先の店舗と同じ商品をつくら

ない、修業先の近隣地域での出店はしないと

いう不文律を遵守していることを明らかにし

た。そして、この不文律の遵守のために、取

引に参加する複数のプレーヤー（他店の職人

や原材料業者）による監視が存在し、違反者

に対して、職人たちは緊密な相互作用や協力

関係をもつプレーヤーたちに圧力をかけるこ

とで違反者に制裁を与えた。また、顧客も不

買行動となり、地域に根付いた取引関係を上

手に利用することで、神戸の洋菓子産業は地

域産業として成功していることを明らかにし

た。 

しかし、こうした「不文律」が功を奏して

いるのは、「街の洋菓子店舗」であり、同じ洋

菓子業界内に存在する全国展開している大手

洋菓子企業には当てはまらないようである。 

そこで、大手洋菓子企業群における人材育

成も何らかのルールが存在するのではないだ

ろうか。また、同じ地域の中で同業種であり

ながら、異なる組織が地域産業の継続的成長

に向けて何か協働を行っているのではないか

ということから着想に至った。 

 

２． 研究の目的 

本研究の目的は、神戸の洋菓子業界に焦点

をあてることで、産業地域の規範的要素や社

会構造が地域産業における長期にわたる継続

的成長に向けた協働にどのような戦略的影響

があるかを明らかにすることである。 

神戸の洋菓子業界には、大別して 2 つのグ

ループの企業群が存在する。それは全国展開

することでブランド化した企業群と地域に密

着した企業群である。つまり、創業期は家業

的にはじまった企業が、地域密着型として継

続的成長していく形態もあれば、全国展開す

るに至った企業もある。これらの企業は元々

同規模であったにもかかわらず、大きな差異

を生じさせ共存している。 

なぜそのような差異を生じさせているのか、

その差異がいかに地域産業を活性化している

のかということを、理論研究及びフィールド

ワークを通じながら追求していくことを目的

とした。 

 

３． 研究の方法 

複数の調査方法（以下詳述）を用い、収集し

た調査データを研究課題に基づいて分析した。 

 

(１)文献調査 

産業集積に関する文献、人材育成やリーダ

ーシップ、制度論に関する文献など、広く本

研究に関わる分野について文献調査を行った。 

 

(２)インタビュー調査 

 国内の洋菓子産業の関係者（職人でありな

がら経営者であるオーナーパティシエ、彼ら

のネットワークを持ったオーナーパティシエ、

オーナーパティシエたちが自分の右腕といっ

ている優秀な部下（技術面、経営面的）、経営

者ではあるが職人ではない企業家、機械化さ



れた工場の製造部門の従業員、）と顧客（長期

継続的なファン、流行に敏感でメディアなど

から情報を得るファン、SNS 等（特にインス

タグラム）を利用し情報発信するために購入

するスイーツファン）にインタビュー調査を

行った。 

 

(３)フィールドワーク調査 

 「洋菓子の街 神戸」といわれている阪神

間、インバウンド効果により洋菓子店舗が急

増してきた地域、菓子を利用している観光地

などをフィールドワークすることで、その地

域や地域の人々にどのような変化が生じてい

るかを明らかにするため、マップ等をつくり、

集積等を行った。 

 

４． 研究成果 

本研究当初より、神戸の洋菓子業界はもち

ろん菓子業界全体（洋菓子和菓子という枠組

みだけでなく菓子業界全体）は激変に見舞わ

れた。「これまでにない大変化が起こっている」

と業界の重鎮たちがうなるほどの状況をフィ

ールドワークやインタビューなどを通して業

界の変遷を追うことができた。 

神戸の洋菓子業界には、企業規模の異なる

２つの企業群（地域密着型の企業群、全国分

度化した企業群）が存在していた。地域密着

型の企業群（菓子店舗）においては、技術・

技能を習得したい職人志望者が３K といわれ

る環境の中で５S 活動を中心に作業を行うこ

とで技術・技能の伝承ならびに不文律が遵守

できる克己心の涵養が成されるという人材育

成が行われていた。しかし、労基法の遵守が

厳しく求められるようになり、これまで行っ

てきた「地域産業における熟練職人としての

技術・技能の伝承」が困難になってきた。数

人の小さな規模であれば、調整ができたが、

中規模の店舗では、労働者の働き方を重視す

ることで、商品種類を絞り、機械を導入、販

路を広げるために無理を強いることになり、

結局、研究協力者でもあり、職人として実力

がありかつ経営者としても評判がありメディ

ア等にも取り上げられていた企業店舗が姿を

消して（倒産や自己破産、整理等）いった。

規模の大きい企業では、契約として労基法は

遵守されるが、大量生産、高品質低価格設定

が可能となり、大量消費へとつなげることに

なるが、その販路を確保するために、流通側

の要求する差別化商品の製造のため、効率性

が奪われていった。こうした変化の中で、菓

子製造に必要な熟練技能をもつ人材育成は同

じ地域における同業者の役割分担に意味があ

ることが明らかになった。大規模企業群は神

戸の洋菓子は高品質であることを全国に知ら

しめるという役割を担い、小規模企業群は職

人を神戸という地域で根付けるように上手な

人材育成をすることで高い技術・技能を伝承

し、それが大規模企業の職人たちにも刺激を

与えるという役割を担っていた。互いの企業

群は補完関係にあり、それを維持する制度が

存在することで、業界維持が可能であること

が明らかになった。しかし、その維持するた

めにはどのような制度があるのかを明確にし

ようとしたのだが、第三の企業群の発見によ

り明確にできていない。 

実は、全国の洋菓子売上高ならびに生産量

は、2010 年以降かなりの減少となっているに

もかかわらず、神戸の 10 億円以上の売上があ

る企業の総額は、緩やかであるが継続的に右

肩上がりである。その要因は、洋菓子業界の

激変に伴い、表出してきた第三の企業群の存

在である。 

全国ブランド化した企業群や地域密着型の

企業群（店舗）は、創業時の経営者は洋菓子

職人であり、洋菓子を食べてもらいたい、菓

子文化を伝えたいといった職人の理念に基づ

いた経営者であった。しかし、第三の企業群

は、「神戸＝洋菓子」というブランドを利用し

た異業種からの参入であり、経営者にとって

菓子は「手段」としていることが明らかにな

った。全国ブランド化した企業群や地域密着

型の企業群が）においては、洋菓子製造の技

能や技術が他店との差別化になるため内部人

材育成が当然のものであったが、第三の企業

群においては、菓子製造の人材はアウトソー

シングから始まり、また、見た目のパッケー

ジ、インスタグラム映りがするなど情報発信

性のあるもの、イベント性のあるもの、異業

種からの経営者がメディアで取り上げられる

などを競争の優位にし、販売ターゲットを絞



らず、空や陸の玄関口（新幹線の駅ナカや空

港）での土産物、あるいは、インターネット

による通販など、時代に即した新しい感覚で

対応していることが明らかになった。 

新たな企業群は他の 2 つの企業群における

人材育成の仕組みが明らかに異なっているよ

うなのだが、この第三の企業群の出現が、今

後、神戸の洋菓子業界にいかに影響をおよぼ

し、制度を構築していくか、また、先行企業

群にどのような影響を与えていくのか今後の

研究における継続的課題となり、最終成果物

に反映していくことになる。 
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